
夕張市地域公共交通協議会 議事概要 

 

 

１ 日 時 

平成 24 年５月 28 日（月）14：00～15：00 

 

２ 場 所 

夕張市役所４階会議室 

 

３ 出席者 

別紙のとおり 

 

４ 次 第 

【司会進行：事務局（夕張市まちづくり企画室長）】 

(1) 開 会 

 

(2) 挨 拶 

   夕張市長から、「将来の都市構造の形成のためには、交通体系のあり方をしっ

かりと考えていく必要があり、この協議会で、今後の公共交通のあり方について

具体的な検討を進め、検討結果については、市として、着実に実行できるように

していきたい」との挨拶があった。 

 

(3) 委員紹介 

司会から各委員の紹介をした。 

 

(4) 会長及び副会長の選出 

会長：夕張市理事、副会長：夕張市商工会議所専務理事で了承された。 

 

【会長決定後の司会進行は会長が実施】 

 

(5) 議 事 

ア 夕張市の交通体系及び今後のまちづくりについて 

事務局から資料２、３により説明があった。 

イ 平成 24 年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

事務局から資料４、５により説明があった。 

ウ 地域公共交通調査事業について 

事務局から資料６～９により説明があった。 

 



①調査業務の進め方や調査内容 

②調査事業は公募型プロポーザル方式により業者を選定し委託先を決定 

③プロポーザル審査委員会のメンバー 

  について確認された。 

 

エ その他（意見交換） 

   ○ＤＭＶ（デュアル・モード・ビークル）の開発動向について 

    ＤＭＶについては現在開発中であり、実用化として導入できるかどうかは定

かではない。 

    技術的な部分については、ある程度の条件付きの中で運行の目途は整備され

つつあるが、制度・制約的な部分については、新しい乗り物であることから、

今後、確かめていかなければならない事項がたくさんある。 

    これらのことから、具体的にいつから実用化できると言えない状況である。 

    また、現在は、安全強化に力を注ぐ方針であり、昨年の５月からＤＭＶの開

発はストップしている状況である。 

 

   ○ＤＭＶの導入可能性調査について 

    他の自治体で実施している交通調査事業では、バスやタクシーなどのオンデ

マンド化を行うのが望ましいとの結果がでることが多い。 

    このような業務は、受託する業者がいないということにはならないとは思う

が、ＤＭＶの開発動向に関するお話しを聞くと、どういう調査ができるのか。 

 

   ○ＤＭＶの導入可能性調査について（回答） 

    夕張市では、現在ＤＭＶの誘致を行っているが、誘致から先に進むための具

体的な課題及びその解決方法が不透明な状況にある。 

    このことから、課題の整理を行い、導入の可能性を調査するとともに、可能

であればルートの検討を先取りして実施するなどまでできればと考えている。 

 

   ○交通計画について 

    他の自治体の交通計画を見ると、バス・タクシーを中心に乗合型など、いろ

いろな話が出るのだが、夕張もそうだと思うのだが、地形によって計画策定や

策定後に計画どおりにいかない等があった。 

    ただ、交通計画を策定する上では、単なる足の確保にとどまらず、バスを待

つ間などに話をするなど、コニュニティの場の確保としても、地域の方が求め

るものの一つであるようである。 

    児童生徒の通学や市民の通勤の足を、ＪＲ・バス・タクシーという公共交通

にどうつなげていくかだけではなく、地域の方の憩いの場としての機能も考え

ていく必要があるのではないかという意見も多くいただいている。 



    現在、運送事業者側が大変厳しい状況にあるが、交通問題については早急に

検討しなければならないので、夕張市のこの計画がうまくいくようにと考えて

いる。 

 

   ○交通計画について 

    商工会議所では昨年２月にＤＭＶに関する研究会を実施した。 

    今後、夕張市の再生に向けていろいろな話が出てくるかと思うが、ＤＭＶの

誘致もその取り組みの一つである。 

    利用者として考えると、過疎化の中でもＪＲなどの交通機関は必要なもので

あり、住民のサービスから考えると、プラス面に考えていきたい。 

    しかし、交通事業者との関わりがどうなるのかというところで、コンセンサ

スを得ながら取り組んでいかなければならないものと考えている。 

    バスについても住民の日常生活の足として、また、子どもたちの通学など、

重要な問題である。 

 

   ○交通計画について 

    突然子どもたちの下校時間が変わったり、授業の関係で郊外に出ることもあ

るため、機動性のある柔軟な対応ができると学校教育関係者としてはありがた

い。 

 

※今回の議題については、案のとおり進めていくことで了承を得た。 

 

 

 



 

別紙   

 

夕張市地域公共交通協議会 出席者 

 

区  分 所属機関 代理出席等 

公共交通 

事業者 

夕張鉄道株式会社取締役管理部長 
 

私鉄総連北海道地方労働組合夕張鉄道支部書記長 
 

空知中央バス株式会社岩見沢営業所長 
 

北海道旅客鉄道株式会社総合企画本部専任部長 
 

夕張第一交通株式会社営業課長 
 

丸北ハイヤー有限会社取締役社長 
 

道路管理者 

国土交通省札幌開発建設部岩見沢道路事務所副所長 
 

北海道空知総合振興局札幌建設管理部長沼出張所所長 
 

夕張市建設課長 代理：建設課主幹 

公安委員会 北海道札幌方面夕張警察署地域・交通課長 
 

関係行政機関 

北海道運輸局札幌運輸支局主席運輸企画専門官 
 

北海道空知総合振興局地域政策部地域政策課長 
 

夕張市教育委員会教育課長 
 

公共交通の 

利用者 

夕張商工会議所専務理事 
 

夕張市農業協同組合営農部長 
 

夕張高等学校長 
 

夕張市校長会会長 
 

夕張地区連合会 欠席 

夕張市ＰＴＡ連合会会長 
 

夕張老人クラブ連合会会長 代理：副会長 

計画策定市 夕張市理事 
 

オブザーバー 
北海道運輸局企画観光部計画調整官 

 

北海道運輸局鉄道部計画課課長補佐 
 

事務局 夕張市まちづくり企画室 
 

 


